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VOL. ５０  No.９（通算Ｎｏ．2330）          

 

２０１２年９月５日（水）例会プログラム 

点 鐘 

君が代・ロータリーソング 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸 報 告 

幹事報告 

会長挨拶                             

外部卓話 

ローターアクト直前代表、直前地区幹事        田舎館村 「田んぼアート」   

                                使用される米は古代米 2種類（黄稲、紫稲）と、この 

                            地方で栽培されているブランド米の「つがるロマン」。 

                                                                  

２ ０ １ ２ - ２ ０ １ ３ 年 度      会長 青 木 正 弘        幹事 石 塚 克 己 

創立 １９６３年９月２５日 

≪例 会 場 ・ 例 会 日≫      ≪事 務 所≫ 
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例会報告  Vol.５０ No.８（No.2329） ８月２９日（水）晴れ (司会 倉持功典委員長） 

本例会での主な事項 

☆会長挨拶        ☆ＤＶＤ鑑賞  

             藤城博講演会のＤＶＤ鑑賞「いかにがん予防をするか」 

 

幹 事 報 告 石塚克己幹事 

週報受理クラブ なし 

例会変更通知 なし 

 

臨時理事会報告 

１. 常総市グランドゴルフ大会協賛について 

例年通り ５０,０００円  楯、トロフィー、賞状 

                              承認されました。 

 

お願い 

９月１２日（水）例会終了後、現況報告書の製本作業致します。ご協力の程宜しくお願い致します。 

 

諸 報 告 

親睦活動委員会  雨谷道夫副委員長 

先日暑い中納涼会に多数の御参加ありがとうございました。また、忘年会・観劇会と企画致しますのでご

協力お願い致します。 

 

会 長 挨 拶 青木正弘会長 

ご挨拶申し上げます。 連日残暑厳しい日が続きますが元気に泣き続ける蝉

の声もいささか疲労気味の様に聞こえます。 ７月の後半から雨が平年の１

８％しか降らないとの事ですが、はたして何時雨が降ってくれるのかと思いま

す。 

私は、趣味の一つで巻柏を愛培しております。夏の間は、朝、夕の水やりが必

要になりますが朝はともかく夕方は日が沈んでからの水やりとなります。日が

沈むころには自分の方への水分補給が優先されますのでそれが済んでからと

なりますと暗い中、蚊と戦いながら、家内と散水に使う水道代金の事で戦いながらも家庭平和を最優先に

巻柏愛培を続けております。 

先日２５日は、五木田親睦委員長始め親睦委員会の皆様にお世話になりました納涼会では高層のレスト

ランから望む富士山のシルエットやライトアップされたレインボーブリッジ、その先には同じくライトアップさ

れた東京タワーが重なり東京ベイの素晴らしい夜景と美味しい食事と共に納涼会を堪能させていただき

ました。 

改めて親睦委員会の皆様と、ご参加頂きました皆様に御礼申し上げます。 
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Ｄ Ｖ Ｄ 鑑 賞  藤城 博講演会のＤＶＤ鑑賞「いかにがん予防をするか」 
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納涼会写真集                           平成２４年８月２５日（土） 
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出 席 報 告 （北村陽太郎委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 

５７名 ３６名 ２１名 ０名 ２１名 １００．００％ 

 

ニコニコボックス （五木田裕一委員長）           入金計 ￥23,000   累計￥477,000  

親睦委員会の皆様、納涼会お世話になりました。  青木（正）会員 

納涼会楽しかったです。親睦委員会の皆様お世話になりました。  石塚（克）会員 

皆様納涼会参加誠にありがとうございました。皆様のご協力のお蔭様で楽しく終えることが出来ました。

忘年会も宜しくお願いします。  五木田（益）会員 

納涼会御参加有難うございました。本日早退致します。  雨谷会員 

納涼会親睦委員会の方々お世話になりました。  松崎会員 

納涼会お疲れ様でした。  荒井会員 

納涼会ご苦労様でした。親睦委員会の皆様ありがとうございました。  石井会員 

親睦委員会の皆様納涼会ご苦労様でした。  青木（清）会員 

納涼会ご苦労様でした。  熊谷会員 

常総市地区対抗ゴルフ大会無事終了しました。宝町が優勝でした。ハーフ９パット初めて経験しました。 

斎藤会員 

残暑お見舞い申し上げます。  秋田会員 

例会休みました。御免なさい。  松坂会員 

例会欠席致しました。  小島会員 

 

会報委員会  松崎隆詞委員長  五木田利明副委員長  高須 薫委員 

 

 

 

 

 

 



９月は新世代のための月間です 

 T H E  W E E K L Y  R E P O R T 

 8 

 

皆さんご存じの通り、現在、ロータリーには5つの奉仕部門があります。第5の奉仕部門、最も新しいのが、

新世代奉仕です。新世代奉仕にはたくさんの方法がありますが、今月号でその幾つかをお読みいただけ

ると思います。 

青少年は未来のリーダー 

 子どもたちへの教育、母子の健康の改善、家族の健康な生活の支援――これらはすべて新世代への奉

仕です。また、ポリオの撲滅を通じ、次世代の子どもたちがポリオのない世界に生まれてくることができる

ようにすることによって、私たちは新世代に奉仕します。 

 ローターアクト、インターアクト、ＲＹＬＡ（ロータリー青少年指導者養成プログラム）、青少年交換などのロ

ータリーの青少年プログラムは、新世代奉仕の非常に重要な部分を占めます。今日の青少年は、未来の

リーダーであるということを忘れてはなりません。若いリーダーを育成すること、そして彼らを新会員として

迎え入れることによって、私たちは地域社会をより良くし、ロータリーの未来を確かなものとすることができ

るのです。 

 私は長年、セールスマンとして働いてきました。ずっと昔のことですが、良いセールスマンであるだけで

は十分でないということを学びました。良い製品を扱っていなければなりません。良いセールスマンなら、

最初の取引には成功するでしょう。しかし、良い製品がなければ、取引に成功するのは最初だけです。

取引に 2度目はありません。 

 ロータリーに新会員を迎え入れればいいというものではありません。会員であり続けてほしいのです。私

たちは若くて新しい会員に、長くロータリーの会員でいてほしいと思っています。私たちは彼らに 10 年後、

20年後、30年後にロータリーのリーダーになってほしいと願っています。 

新しい視点で見る 

 どのようにすればよいのでしょうか。私たちの製品に目を向けなければいけません。ロータリーを自分た

ちの視点からではなく、新しい視点で見なければなりません。会員候補者に入会を断られたら、その理由

を尋ねるべきです。これは入会するよう圧力をかけるためではなく、より多くの情報を得るためです。入会

への障害になっているものは何なのか。例会時間が合わないためなのか。ロータリーに費やす時間が多

すぎるのか。それとも、これまで私たちが考えもしなかった理由があるのか。 

 このような重要な事柄を質問し、それに対して、私たちは答えを出さなければなりません。新しいことを

始めるには、ただ「前例がないから」という理由で「いいえ、そういうことをするつもりはありません」と言うこ

とはできないのです。例えば、例会の時に、子どもの世話をするようにしてみませんか。また、家族にプロ

ジェクトに参加してもらってはどうでしょうか。例会出席要件を緩和したり、例会の回数を減らすなど、さま

ざまな方法を導入してはどうでしょうか。  

 私たちの新しい奉仕部門、新世代奉仕は、ロータリーの未来を支え、「超我の奉仕」において重要な一

歩なのです。 

SAKUJI TANAKA 

PRESIDENT, ROTARY INTERNATIONAL 

 

 


